
タッチパネル位置合わせの手順

3 「タッチパネルドライバ」がインストールさ

れていることを確認する。確認後、「閉じ
る」ボタンをクリック。

「タッチパネルドライバ」のインストール
が確認出来ない場合は製品付属のイン
ストーラーCDよりインストールを行って

下さい。

参考

1 スタートボタンをクリック。「コント

ロールパネル」をクリック。

2 デスクトップ上の「プログラムの追

加と削除」アイコンをクリック。

※Bf-NAVI Viewer用推奨タッチパネル
（ナナオ製タッチパネルT1502-BBK)を
使用中にポインタと接触部にズレが生じ
る場合は、必要に応じてキャリブレー
ションを行って下さい。

参考
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4 スタートボタンをクリック。「すべて

のプログラム」→「UPDD」→「「キャリ

ブレーション」を選択。

5 ディスプレイがキャリブレーション

表示に切り替わります。画面の指示
に従って、四隅をタッチする。

6 「キャリブレーション後の確認」

ウィンドウが表示されますので指示
に従い「OK」ボタンをクリック。

6

5のキャリブレーションを実施する際は

画面指示に従い正確な位置をタッチして
下さい。

参考

7 タッチパネルに触れ、正常に動作

するかを確認して下さい。

正常動作がなされない場合はPCの再起

動、キャリブレーションの再実施、タッチ
パネルドライバの再インストールを試み
て下さい。

参考
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